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１．はじめに
奈良県算数テストにおける「数直線」に関する問題の正答率は，例年低い傾向にある。数直線における課題を克服する

提案のひとつとして数と計算部会では２つの柱を立てて研究を進めることにした。

2.研究の実際
（１）数直線のしくみを理解させる授業の工夫
①キズネール棒を使った数直線作り-１年一
キズネール棒に初めて出会う子ども達に，自由に遊ばせ
ることでその特長や仕組みに気付かせキズネール棒の一番
短い棒を「l」，一番長い棒を「10」として定義づけ，数
の合成分解へとつなげていった。次に，同じ色の棒をつな
げていって，「かずのせん」づくりをした。そして，「か
ずのせん」を使って計算をし，答えを求めていった。

一番短い棒を「1」で

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7

次に短い棒「2」で
0 2 4 6 8 1 0 1 2 1 4 1 6

②キズネール棒で小数の意味や仕組みの理解を深める-４年一
キズネール棒の一番長い棒を「l」として定義づけることで，他の棒はどんな数を表すのか考えさせた。次に，キズネー
ル棒を使って「1.8」を，いろいろな表し方で考えさせた。また,1目盛を0.1,0.2,0.5など，キズネール棒で数直線のめ
もりをかかせた。

０ ６ ３ ( )
（２）数直線を活用した授業の工夫
①かけ算-２年一
かけ算の答え見つけを絵に描いたり，たし算をしたりして求める活動の中に数直線も取り入れ，２から９の全ての段に
利用した。九九の復習として，子ども達にいろいろな数直線作りをさせ，作った問題を友だちと解きあった。
２本の数直線を利用し，かけ算の答えを見つけていった。かける数はいつも下に書き,1めもりは１．１あたり（単位量）
の 数 は ， 上 の 数 直 線 の め も り で 表 す 。 ０ ２ ４ ６ ８

人数(人）
台数(台）1台に５人ずつ３台分で１５人のっています。

0 1 2 3 4②あまりのあるわり算．かけ算の筆算-３年一
くあまりのあるわり算の導入部分の例〉 ●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●

□ 2 0 □ こ□０ ６
くりが２０こあります。１ふくろに6個ずつ入れると，
何ふくろできますか。また，あまりはなん個ですか。

□ふくろ
2本の直線を使って，

③ 小 数 の か け 算 - ５ 年 _ O □ □ □
整数×小数の導入場面，小数×小数の導入場面，かける数と積との大きさを比べる場面において

計算のしかたを考えさせたり，答えの予想を立てさせたりした。
O4.5×O.44.5×O.64.5×14.5×1.2 ４．５×２
Ｉ Ｄ １ １ ０ １<かける数と積との大きさを比べる場面〉 種

かける数 I : l １ : l
O . 6 1 1 . 2 2

矢印をつけて，式の流れをつかみ，□を使った
8 6 k g D k g

O O . 4
「倍を表す小数」では，文章題の意味を２本の直線に表して考えさせ，

式 を 作 ら せ た 。 ｏ
去年，お米が８６kgとれました。今年は，去年の
1.3倍とれました。今年は，何kgとれましたか。

3．成果と課題 O 1 倍 １ ． ３ 倍
いろいろな場面で数直線を用いることにより，数直線の仕組みや数直線の便利さ，大切さを実感させられたのではない

だろうか。ただ，数直線はこちらで与えたものであったり，かくのに時間がかかったりする。数直線を自分で構成してみ
たり，自ら進んで使えるようにするため，低学年のうちから数直線に慣れ親しみ，いろいろな場面で数直線を作っていく
ことが必要であると思われる。
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